
1次関数

P白in'tT・・ －－－一一一一一一一一一一一一←「
．．． 園周・・・・・・・圃・田園官

gがzのl次式で表されるとき， uはzの 1次関数 であるという。

I次関数は，一般に lJ＝αx+b の形の式で表される。

〈例）y=3.:r-2 y= -x+4 y=2x ＠・ H ・H ・H ・H ・・・・・・・・・・・｛比例の式！／.＝axは，b=Oのl次関数である・
C事

1
次
関
数

l!lm宣匝圃
次の間いに答えなさい。

(1）次のア～オの式の中から l次関数の式をすべて選び，記号で答えなさい。

6 X 
アグ＝－5x十2 イ y= ウ y=A+5 エグ＝ 3x 
Z ι士

オ y=3x2

• ( 2 ） 次のア～ウのことがらについて，タを z の式で表しなさい。 また，グがz の l 次関数であるも

のをすべて選び，記号で答えなさい。

ア 200ページある本を毎日 25ページ読むとき，z日読んだ後の残りのページをgページとする。

イ 面積が26cm2である長方形の縦の長さがxcmで横の長さがycmとする。

ウ xmの道のりを分速80mで歩いたときにかかる時間を g分とする。

ア グニ 5x+2 

イ
6 
y＝一一
X 

ウ y＝三＋5
4 

工 y二 一 3x

オ グ＝3x2

l次関数ではない
．．．．．．．．．．．．．．．． ．．  

l次関数 X 1 : 
• ·・ E ・ 4 4中：

1次関数 ＠…・・…・.....・a・－・・」 aニー3 b=Oと考える

l次関数ではない ア，ウ，工

(2）「uをzの式で表しなさい。」 という問題なので，グ＝ の形で答える。

アグ＝200-25x ’….....・H ・....・ H ・........・ H ・・・・・・・・・・ H ・.....~ .. ！／.三好土？. .C＇.－：~マ！ ~. 1..合.....・H ・

U二一25x+200 1次関数

イ 26=xy

26 y＝一一
X 

：まず式を書いてから，＠・..・・・・・・・・．．．．．．．．．，
¥ y士山~の形になおす i

l次関数ではない

ウグ＝if 1次関数 ・ ・・! a＝ゐM と考える ：
gがzのl次関数であるものは，ア，ウ
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固目盟圃・圃
次の間いに答えなさい。

(1）次のア～オの式の中から， 1次関数の式をすべて選び，記号で答えなさい。

アグ＝2x+l 4
2
 

一一UU 
イ ウ 24y= 

X 
工 y=x2 オグ＝ X 

•(2）次のア～工のことがらについて，グを z の式で表しなさい。また， g がz の 1 次関数であるものを

すべて選び，記号で答えなさい。

ア l本 90円の鉛筆z本と 500円の筆箱を買ったときの代金をg円とする。

イ 面積がycm2の三角形の底辺をxcm，高さを 2xcmとする。

ウ 200cmのリボンから xcmのリボンを 2本切り取ったときの残りの長さを ycmとする。

工 .rkmの道のりを，時速10kmで、走ったときにかかる時間をg時間とする。

1
次
関
数

II:：哩司官司里程冨

次の間いに答えなさい。

(1）次のア～オの式の中から， l次関数の式をすべて選ぴ，記号で答えなさい。

アグ＝－3x+l
12 

イ y＝ョ－ ウグ＝5x エグニ＝x2 オ y=--}x+4

(2）次のア～オの式の中から， 1次関数の式をすべて選び，記号で答えなさい。

アグ＝x+8 6
一Z一一

グイ ウ υ＝去 工 y＝す＋8 オ u二一；r2

•(3）次のア～工のことがらについて， g を z の式で表しなさい。また，グがz の 1 次関数であるものを

すべて選び，記号で答えなさい。

ア 1本60円の鉛筆をz本買うときの代金をu円とする。
イ 面積が20cm2の長方形の縦の長さを xcm，横の長さを ycmとする。

ウ 長さ 60cmのひもから xcm切り取るときの残りの長さを ycmとする。

工 l辺の長さがxcmの正方形の周の長さをycmとする。

•(4）次のア～工のことがらについて， g を z の式で表しなさい。 また ， グがz の l 次関数であるものを

すべて選び，記号で答えなさい。

ア 300gある小麦粉から， xg使ったときの残りを ygとする。

イ 時速4kmでz時間歩いたときの道のりを ykmとする。

ウ 半径xcmの円の面積を ycm2とする。

エ 縦の長さがxcmで面積が30cm2の長方形の横の長さを ycmとする。

(5）次の（ ）にあてはまることばを書きなさい。

グがzのl次式で表されるとき，グはzの（ ）であるという。

95 



1次関数の値の変化

[Pロint『

増加量＝ 変化後の値 変化前の値

zの増加量に対する uの増加量の割合を， 変化の割合 という。

Mの増加量変化の割合＝ y cw 
rの増加量

1
次
関
数

l次関数y＝σx+bの変化の割合は一定で， α に等しい。

変化の割合＝ α ＠……・・…・－…・・…・・・・・・・…・・・・・・・……・41次関数では上の分数の式を使わず式から読みとる

I次関数y＝σz十bのuの増加量は，次の式でも求められる o

uの増加量二一旦一 × zの増加量 e事

I]~圃
l次関数y=-2x-5について，次の間い

に答えなさい。

( 1）右の対応表のア，イをうめなさい。

(2)xの値が lから 5まで増加したときの変化の割合を求めなさい。

(3)xの値が －3から 4まで増加したときのgの増加量を求めなさい。

。
ィ

↓
一ア

ワ
ム
一

1
i

Z
一

U
U ー9 己E

グ＝ 2x 5にx= lを代入して，

y=-2×（－1) -5 ・－…（代入する数が負なので：

二一3 ア： －3した三三空：.：'. ！.三……j

イはZ二Oのときの gの値だから，

y=-2x-5にx=Oを代入して，

y=-2×0-5 

二一5 イ： 5 

(3）「uの増加量＝σ×zの増加量」を使って求める。

α＝－2 

zの増加量 二変化後のzの値 一変化前のzの値

=4-( 3) 

よって，gの増加量＝（ 2）×7 

= 14 -14 ・…...・ H ・－－…・＝＂ 増加量は負の値になることもある
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l次関数y=2x-3について，次の間いに答えなさい。

(1）右の対応表のア～ウをうめなさい。

日一］
3 

ウ

2 

1 
日出イ
一

一
寸
一
ア

一

Z
一

g

一

。
(2)xの値が－1から 3まで増加したときのzの増加量を求めな

さい。

組
1
次
関
数

(3)xの値が －1から 3まで増加したときの変化の割合を求めなさい。

gの増加量を求めなさい。

(5)xの値が －2から 2まで増加したときのgの増加量を求めなさい。

(4)xの値が5増加するとき，

』：n司官官E可E・
次の間いに答えなさい。

(1) 1次関数y= 3x+4について，次の間いに答えなさい。

①右の対応表のア～キをうめなさい。
3 2 1 I X I -3 1-2 I -1 I 

②zの値が－3から 2まで増加したときのZの増加量 Iy Iァ｜ィ｜ゥ｜エ

を求めなさい。

。

③zの値が 3から 2まで増加したときの変化の割合を求めなさい。

④zの増加量が6のときのgの増加量を求めなさい。

⑤zの値が－4から 1まで増加したときのgの増加量を求めなさい。

(2) 1次関数y=3x 5について，次の間いに答えなさい。

①右の対応表のア～カをうめなさい。

川
三
3 2 1 O

一ウ

XI I -2 I -1 I 
y I Iア｜ィ｜

②zの値が－1から 2まで増加したときのzの

増加量を求めなさい。

③zの値が lから 2まで増加したときの変化の割合を求めなさい。

④zの増加量が5のときの gの増加量を求めなさい。

⑤zの値が－1から 2まで増加したときの gの増加量を求めなさい。

）という。

）に等しい。

(3）次の（ ）にあてはまることぼや式を書きなさい。

・xの増加量に対する gの増加量の割合を，（①

（②）  
（①） 一一一一
（③）  

. 1次関数y=ax+bの（①）は一定で，（④
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1次関数のグラフ

Pロint-!

l次関数 ．υ＝αx+b のグラフは右の図のような直線になり，
グラフでは αを 傾き ，bを 切片 という。

〈例）y=3.:c 2のグラフの傾きは 3 ，切片は 2 CJl) 

l次関数y＝σx+bのグラフをかく手順

＠式から 切片b を読みとり， u軸上にとる。

＠｛頃き σの分母の数だけ 右 へ，分子の数だけ 上 へ

（主主のときは 下 へ）進み，く り返し点をとる。

＠とった点をすべて通る直線を，グラフ用紙いっぱいにかく。

。グラフのそばに問題番号をつける。$事

1
次
関
数

， ．． 切片が分数の l次関数は，X, y座標がともに整数となる点を手JII夏＠の切片のかわりに使う。

IJ!mill!l司
次の l次関数のグラフをかきなさい。

(1) y二；X 3 (2) y=-2x+4 

(2) yニ 2x+4

。切片 －3をg軸上にとる。

＠附jなので切片から
右へ2，上へ l進み，

くり返し点をとる。

＠とった点をすべて通る直線、を．グラフ用紙いっぱいにかく。

。グラフのそばに問題番号をつける。

1 1 ,(3) y= x+ 
3 3 

＠切片4をg軸上にとる。

＠傾き 2を分数の形に書きなおし，

切片から右へ 1,

下へ2進み， くり返

し点をとる。

七！ o ←~ l

円 -2→下ム ｜ 
一一一ノ二＝＝一ー一ーー←ー I ,J I －ーソ~- 1→右 ’ ↓ ー
． － 
：．ペマイナスは分子につける

．分数に書きなおすj
＠とった点をすべて通る直線を グラフ用紙いっぱいにかく 。

。グラフのそばに問題番号をつける。
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一一一一一一 3 3 1次関数的フ ｜ 
1 1 

(3)y= x＋一
3 3 

まず， x=l,2, 3, ・ーを代入し， z，グの値がともに整数とな

る組をさがす。

1 1 2 x=lのとき， y＝一×1+ = 
3 3 3 
1 1 3 

x=2のとき＇ y＝一×2+ = =1 
3 3 3 

よって， グラフは点（2, 1)を通る。 φ・H・H・－－－：切片のかわりに使う：
＠点（2, 1）をとる。

＠傾きtなので点（2,1) 7J＇ら右へ 3上へ l
進み， くり返し点をとる。

＠点をすべて通る直線を，グラフ用紙いっぱいにかく 0

0グラフのそばに問題番号をつける。

1
次
関
数

次の間いに答えなさい。

(1）次の l次関数のグラフの傾きと切片を答えなさい。

①y=tx-2 ②y=x十5 ③ y= X 

(2）次の l次関数のグラフをかきなさい。｜グラ7ページ｜

①y=fx-3 ②y= fx+2 

」」」

5 I 

H ＋－ー

5 I o 5 

5 

ー

y 

③y= X 4 G) 4 8 
y＝ すx＋す

X 
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二二一一三「

1::nヨ冒冒Z司空圃

次の間いに答えなさい。

(1）次の l次関数のグラフの傾きと切片を答えなさい。

③y=-x+3 ②y＝ ヤ＋l。l 1 
y＝すZーす

⑥y＝÷z ⑤y＝ヱ④y=3x-2 

静
1
次
関
数

L」い－h一
じ
い
一
－

l

－’

斗
十
一l
i
l－－
1

X 

U
一い
「一じ
い
ボ

l
ei
－uu一吐
い
一い
口
出
u
r
i－－ム

o 
n 
o 
o 
l 
~ 

i
l
i－－一パ川
一叶
一川
l
－
一什
一川
一－－

1
1
1
1
1
1

(2）次の l次関数のグラフをかきなさい。！グラフページ｜

②グニ－tx-1①y＝士x+l

④y=-3x+2 ①y=4x+ 1 

.~ 2 2 
“·~y=-x十一
立ノ 3 3 

-x 

J
一J
門一

円

d 
____u 

w 

ud日
U
川
一川
囚
門
一川
下－
i
l
－－
一剛一
日
一川一

川
門
一川
口
U
U

ー
しl
ぃ
「

V
I
l
l
i－

L
H
－

苧

i
l
i－
－

日
ト日
ご口

」L」

出
円
円

(3）次の l次関数のグラフをかきなさい。｜グラ7ページ｜

円
ノ
UZ
 

3
一4一一

U
U
 

②
 

① y＝÷X 2 
④y=-5x+4 ③y=3x+2 

点、 4 , 5 ・・¥S})y= 3X十す

）という。bを（②
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(4）次の（ ）にあてはまることばを書きなさい。

1次関数y=ax十bのグラフでは， G を（① ）， 



グラフか5式を求める

fP白日（一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一］

⑬ グラフから式を求める手順

＠ 切片 をグラフから読みとる。

Ox座標， g座標ともに整数の点をさがし，一盟主ーを求める。船

e
1次関数

(4) 

工

y (3) 

.r 

11:fl~ 
右の図の直線の式を求めなさい。

ヱ

工

y 

傾きを求める。

）
 

1
ょ（
 

単語）（1)0切片は－3なので， b=-3
Ox座標， g座標ともに整数の点をさがし，

傾きはすなので α＝す

(• ~ Q~~ 

↑一
てつ

ト
品

(2)0切片は4なので， b=4

Ox座標， g座標ともに整数の点をさがし傾きを求める。

傾きは －3なので， a= 3 r 1 1 
ド・1 .下→－3 nl 
一 一一 i ' I I ν --v 右→ l つよって， y=-3x+4 

＼

1
8
1
1
 1
1ム一一

寸
一3
↓
↓
 

下

右

。

(3)0 切片は3なので， b=3

Ox座標， g座標ともに整数の点をさがし，傾きを求める。

傾きは lなので， a=-1 r 3 

よって y= 叶 3 勺－3

J－プ~~~ 
傾きを求める。

(4)0 切片は 1なので， b=l

Ox座標， g座標ともに整数の点をさがし，

傾きはtなので α＝t 
よって y=tx+l 
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下の図の直線①，②の式を求めなさい。

(1) y 

I I I"; I I I ｜｜ 

｜｜｜ 、ヘ｜｜ I I 
｜｜ ""-l 

え
｜｜ 
｜／ 

内、"- I I/ 
N ν 
｜＼ ピ ｜

1/11' 
I I I --'s 。 ｜／ 1子入I I I I ν 

1次関数

I I I I ／ ｜ ｜ 

I I I I ／ 

I I I ｜／｜ 
｜｜｜ レ＂IJ 5 I I 
｜｜ ！／｜｜｜ 

I I 1/1 I 

R沼早雪=r雪司
下の図の直線①～④の式を求めなさい。

(1) 

(3）①  g ② 

① 

④ 

① 

ヱ

② 

② 

③ 

＠ 

X 

(2) 

(2) 

(4) 
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X 
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1次関数のグラフの性質

[ Pロint~ 寸

ゆl次関数y=ax十bの性質
σ＞0のとき

・グラフは 右上がり

・xが増加すると gも 増加 する

。＜Oのとき

・グラフは 右下がり

・xが増加すると gは 減少 する

y y 

X 

1
次
関
数

・2事
。 傾れや切片付、ら， 2つのグラフの位置関係がわかる。

2つのグラフの 傾き αが閉じ とき 2つのグラフの 切片bが閉じ とき

平行になる u軸上で交わる

y グ＝ 3x 2 v 

X X 

・~~）

JIHmiiil!l司
下のア～カの 1次関数について (1）～（5）にあてはまるものをすべて選ぴ，記号で答えなさい。

アグ＝－2x+3 イグ＝3x+5 ウ y= 2x 

エグ＝号日 オグ＝七－2 カグ二位－1

(1）グラフが右上がりの直線になるもの

(2)xが増加すると gは減少するもの

(3）グラフが平行になるものの組

(4）グラフがg軸上で交わるものの組

(5）グラフが点（2, 7）を通るもの
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カオエイ，

(2）傾き時で山叫える0 ・；ミζミ＂二三少 ：ア，ウ
アとウ(3）傾き σが同じものを組にして答える。

エとオ(4）切片bが同じものを組にして答える。

グ＝7になるものを答える。(5)x=2を式に代入して，

y=-2x ウグ二3x+Sイグ二一2x+3ア

= 2×2 =3×2十5二 一2×2十3

× パせ一一
× 

U二号z 2 

=11 × 

y=fx 2 

= 1 

1
次
関
数

グ＝4x-l

=4×2-1 

カ

つωつω×
 

5
一2一

一

オ

＝す×2 2 

工

。ウ
i一一

4
一3一一

× 司
ベ
U一一

× 

よって， カ

記号で答えなさいo

y=fx-6 

下のア～力の 1次関数について， （1）～（5）にあてはまるものをすべて選び，

ウ

力

グ＝4x 11 イ

オ

グ＝ －x+6

グこすz 6 

ア

y=-x グ二 一3x十3エ

(1）グラフが右下がりの直線になるもの

(2)xが増加すると gも増加するもの

(3）グラフが平行になるものの組

(4）グラフがg軸上の同じ点を通るものの組
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E置ヨmm
次の間いに答えなさい。

(1）下のア～カの l次関数について，①～⑤にあてはまるものをすべて選び，記号で答えなさい。

アタ＝ X 3 イグ＝2x 5 つU2
 

1
一3一一UU 

ウ

エグ＝3x十2 オ y= 2x 3 カ y=3x十5

①グラフが右上がりの直線になるもの

②zが増加すると gは減少するもの
1
次
関
数

③グラフが平行になるものの組

④グラフがu軸上で交わるものの組

⑤グラフが点（3, 1）を通るもの

(2）下のア～クの 1次関数について，①～⑤にあてはまるものをすべて選び，記号で答えなさい。

ウグ＝3x+3ア y=x+3 イ グ＝2x-3

工 グ＝－2x+2 オ y= 2x 

キ
1 

ク
1 

Uこすx-3 グ＝－x＋否

カ y= 3x+ 1 

①グラフの傾きが －1になるもの

②zが増加すると uが減少するもの

③グラフが関数y=-2x+lのグラフと平行であるもの

④グラフが関数y=5x-3のグラフと g軸上で交わるもの

⑤グラフが点（0, 3）を通るもの
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1次関数と変域

Fロ，nt!
変数x,yの値がとる範囲を，zの変域＇ yの変域という。

1
次
関
数

グの変域の求め方

Oxの変域の 両端の値 をそれぞれ式に代入し， uの値を 2つ求める。

＠求めた 2つの値をくらべて，

小さいほう ' y, 大きいほう の順に並べる。

＠代入した z の値についていた不等号を書く。 C~）

ll!Jlmim!:r彊
次の間いに答えなさい。

(1) y=-2x+lについて， zの変域が －1豆Z三三4のとき，グの変域を求めなさい0 -・ 

(2)y=-tx+3について zの変域が 凶＜6のとき Uの変域を求めなさい。

圃zの変域が l豆話4なので，両端の値は－1, 4 ・｛再：~：~：往t三三五五日
x=-1をy= 2x+ 1に代入して， x=4をy=-2x十lにイt入して，

y=-2×（－1）十1

y=3 

グ＝－2×4+1

y= 7 

よって，二Z豆立三3・・・ H ・H ・...・ H ・－…....・ H ・－｛.竺土さと：！王：？ぃι
6 ・

；＠代入したzの値についていた不等号を書く

璽 ゃ…………， H ・H ・H ……...・ H ・・・・ミ 小さいほう，Y，大きいほうの順に並べていない ：

(2)xの変域が 4壬x<6なので＼両端の値は 4, 6 

x=-4をグ二一÷Z十3に代入して
y= t×（－4) +3 

。…－…・・.........……： Oyの値を2つ求める

x=6をグ二一÷x+3に代入して
y＝ーを×日

グ＝5 y=O 

よつて’旦三立三豆 噛．．．．．『...........................................－：：＿ ~ ＿づ？三予．ど！｛？二，
司’＠

．冒.......，除.............且，. ., ................... ，且．．．．．．．‘．．．．．． ．．．  
0-4三五zく6の (: 0-4壬x<6の

6を｛七J、してOに：： -4を代J、して 51二：
なったので，なったので

不等号くを書く 不等号＝三を書く
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次の間いに答えなさい。

(1) 1次関数y= 4x+5について， zの変域が－3豆z豆2のとき， gの変域を求めなさい。

(2) 1次関数y=-3x+7について， zの変域がO<x豆2のとき，グの変域を求めなさい。

(3) 1次関数y＝七十4について Zの変域が一泊＜6のとき gの変域を求めなさいo

（：：園司官冒里担冒

1
次
関
数

次の間いに答えなさい。

(1) 1次関数y= 2x+3について， zの変域が－3豆z豆6のとき， gの変域を求めなさい。

(2) 1次関数y=3x-2について， zの変域が －3豆z三五2のとき，グの変域を求めなさい。

(3) 1次関数F 一七十1について， zの変域が 一泊豆6のとき Uの変域を求めなさい。

(4) 1次関数y= 七＋3について Zの変域が－2<x<2のとき gの変域を求めなさいo

(5) 1次関数y= x+4について， zの変域がO豆x<5のとき， gの変域を求めなさい。

(6) 1次関数y=3x-2について， zの変域が 3豆x<lのとき， gの変域を求めなさい。

（川次関数g二七十5について Zの変域が－1＜話3のときi gの変域を求めなさいo

(8) 1次関数y= ←＋5について Zの変域が l<x~3 のとき Uの変域を求めなさい。
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1次関数の式の決定①

Pロint~

l次関数や直線の式を求める問題では， y＝σx+bの α と b を求める。

l次関数の式の求め方

＠はじめに u=ax十b と書く 。

＠問題から σ，bの値がわかるときは，代入する。

変化の劃合→ α ，傾き→ α ，切片→ b に代入する。

＠対応する x,yの値を，式に代入する。

通る点の座標がわかるときは， z座標を_______:x;_ーに，g座標を一立ーに代入するo

Oa. bを求め，式に代入する 0・ω
1
次
関
数

I]~彊
次の直線や 1次関数の式を求めなさい。

(1）傾きが9で，切片が 5である直線

(2）変化の割合が5で， Zニ2のとき y=lである 1次関数

(3) 2点（3, 2), (-5, 6）を通る直線

畢...・ H ・・・・・・・ H ・H ・H ・－－……...・ H ・－－……...・ H ・－・・； 0はじめにgニ ax+bと書く
i ⑫fi噴き9→o，切片 5→bに代入する

y==9x-5 ・…・・…・・・…・・・……・…...・ H ・H …・・・………－÷Gとbがわかったので＼式が決まる

(2) y=a.T十b ＠・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－……・・・÷oはじめにU二 ax十bと書く
T （＠変化の割合E→ロに代入する
y=5x+b ・・・・・・①

x=2のとき y=lなので，①に代入して， ・…...｛。対応する.工；！／.の値を，式①に代入する

1=5×2+b ＠………………...・ H ・H ・H ・.....・ H ・・・・・そ 0 bを求める ； 

l=lO+b 

これを解いて， bニ － 9
日

ヲ

Q

U
、、
．

・－dノ
・

．代
－
…①
…
 

U

式
日

日
必
ず
」

日

．Z
0
・
…。
…

畠

よって，y=5x-9 

(3）対応する x,yが2組わかるときは，それぞれ代入して連立方程式をつくる。

：＠はじめにg二 ax十bと書く
y＝σx+b •・ ：＠対応するzgの値を，それぞれ式に代入する；

点（3,-2）を通るので， x=3,y=-2をy=ax十bに代入して，

-2=3σ十b......① 

点（ 5, 6）も通るので， x= 5, y=6をy=ax十bに代入して，

6= Sa十b ...② 

！十日 ① ＠…・・…………， H ・H ・…・・……・・・・…－－…・」 Oa bを求め，y=ax+bに代入する
6= 5σ＋b －－－－－－② ・ ......・ H・....・ H・－・・三・・

これを解いて， a=-l,b=l 

よって， y= x+l 
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次の間いに答えなさい。

(1）次の直線の式を求めなさい。

①傾きが4で，切片が2 2）を通り，傾きが－6② 点（1,

1
次
関
数

1 

2 斗」引U」川
② I x I -2 I -1 I 

I Y I -111 -s I 

11）を通る

(2）次の I次関数の式を求めなさい。

①変化の割合が－1で， x=3のとき y=2

③ I x I 2 I 

I Y I -2 I 

6 

0 

4), (8, ③ 2点（－2,

R理E四冒宮里圃

次の間いに答えなさい。

(1）次の直線の式を求めなさい。

①切片が －2で，傾きが3 ② 傾きが2で，切片が5

④ 傾きが2で，点（1, 3）を通る-2）を通る③ 傾きが－3で，点（2,

⑥ 点（－6, 3）を通り，切片が－3である⑤点（2, 5）を通り，切片が3である

③ 2点（2, 8), (4, 4）を通る-4）を通る1), (6, ⑦2点（－3,

②変化の割合が÷で、 Z二 6のとき y=-1

(2）次の l次関数の式を求めなさい。

①変化の割合が5で， Zニ Oのとき y= 2 

④x=-4のとき y=l,x=-2のとき y=4

4 

11 

2 

7 

。
3 
当
叶

⑤ I x I 4 I 
y I -5, 

③x=lのとき y=2,Xニ3のとき y=lO

3 2 

3 

。
2 

－1
1ム
一

一

一二
l
一

一

Z
一

y

－

⑤
 

5 

7 

4 

4 

3 

1 

2 1 ③出
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，，次関数の式の決定②

Pロinf~ 

2つの直線が平行であるとき， 傾き αは閉じ

2つの直線がu軸上で交わるとき， 切片bは同じ 0・iw
IIIEII置E彊

1
次
関
数

次の間いに答えなさい。

(1）次の l次関数や直線の式を求めなさい。

①点（3,5）を通り，直線y=4x十2と平行な直線

②zが4増加すると gは2減少し， x=8のとき y=-1である l次関数

11(2) l次関数y= 2x＋σにおいて， zの変域が－1壬z豆bであるとき，uの変域が－3三勾豆5となる。

定数α，bの値を求めなさい。

x=3, y=5を①に代入して，

ー…u…・・…・…..........…...・a・－－－…・・…・・・…・4直線gニ 4x十2と平行なので，傾き。は4 : 

これを解いて，b=-7 よって， グ＝4x 7 

② y＝σx+b 

zが4増加すると uは2減少するので，グラフで傾き σを考えると

てごL 下→－2 1 一’〈〉 ＝
“右→ 4 2 

よって α＝ ； 
y= t川①
x=8のとき y=-1なので， ①に代入して -1= 七日

これを惇いて，日よって y= tx十3
(2) y= -2x十σのグラフは右下がりになるので，

x= lのとき，y=5だとわかる。

5= 2×（－1) ＋σ 

こtしを角平いて， σ＝3 
よって，この 1次関数の式はy= 2:r十3

bはy=-3のときのzの値なので

3= 2b+3 

これを角早いて， bニ 3 a=3, b=3 

て
の
が

の
き
う

作
。
シ
」
エ
。

7

ー

か
の
の

が

寸

値

い

下
一
一一
の
き

右

z

g
大

，。
、
ー
二

地、、

Z

H

：

・

口

一

Z

H
 

a

’
 

110 



l画面盟圃圃圃
次の間いに答えなさい。

(1）次の l次関数や直線の式を求めなさい。

①直線y=-2x+5に平行で，直線y=tx 3とg軸上で交わる直線

②点（ 3, 12）を通り，直線y=-2x+3に平行である直線

③zの値が2増加すると gの値は6減少し， x=2のとき y= 7である l次関数

“（2) 1次関数y=ax+6（α＜0）は， zの変域が 3三玉z豆2のとき， gの変域がb三五y三玉9である。

α，bの値を求めなさい。

1
次
関
数

R哩巨閣官官程圏

次の間いに答えなさい。

(1）次の l次関数や直線の式を求めなさい。

①直線y=3x 5に平行で，直線y= x+4とg軸上で交わる直線

②直線g二一七十tと平行で、 直線y=tx+fとけ由上で、交わる直線

③直線「七＋4に平行で、 点（－2, 一川通る直線

④点（－2, 6）を通り，直線y=-7x+3に平行である直線

⑤zが12増加すると gは9増加し， x=4のとき y=2である 1次関数

⑥zの値が3増加すると， gの値は6減少しそのグラフが点（4, -10）を通る l次関数

U(2) 1次関数y=-4x十αは， zの変域が －1三三z三五2のとき， uの変域が－5三玉g三五7である。

αの値を求めなさい。

“（3) 1次関数y=ax+b（σ＜0）は， zの変域が－3三玉z豆5のとき， gの変域が 9三勾三五7である。

σ，bの値を求めなさい。
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2元1次方程式のグラフ

[ Pロint~

Ox＋ム y＝数字 の式のグラフをかくときは，まず y＝一一日 の形にする。

y＝数字，x＝数字 のグラフは， z軸， g軸に平行な直線、になる。

〈例） y=2のグラフ 〈例） x＝一2のグラフ

y 

1
次
関
数 y=2 

Jl!(5Jill!l!II 
次の方程式のグラフをかきなさい。

(1) 4x十3y 12=0 (2) 7y+21=0 (3) 4x 8=0 

・－…….....・H・－－………・・…： まず y＝~ の形にする : 

3y=-4x+ 12 

y=-fx十4

(2) 7y十21=0 ・…......~.・ H ・......・ H ・.....・H ・・・・・ 4 まず y＝…～の形にする ： 

7y=-21 

y=-3 

グ座標が －3のところに点をとり，横線をかく。

(3) yがないので， x＝一一一」の形にする。

4x-8=0 

4x=8 

x=2 

z座標が2のところに点をとり，縦線をかく 。

C事

つ
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次の方程式のグラフをかきなさい。｜クラ7ページ｜

(2）三一五＝l
3 4 

y (1) 2x+3y-3=0 

5 
(4) 3x-6=0 (3) 2y+8=0 

4

0
1
次
関
数

トート→－→一一ト→－Iート→ 一

X 
5 。r

h
J
 

一一一－1-1-Hs

ill温室Emmi
次の間いに答えなさい。

(1）次の方程式のグラフをかきなさい。｜グラフページ｜

y 
一一4
2
 

＋
 
4
3
 

②
 

① 3x+2y=6 

目立工口二｜ー1-i__j」ーはー1-1ー1-1一一

5 
④2x+6=0 ③4y= 8 

X 
5 。日→→よ i』ー

T51「一｜一円一用干
卜一十一トー←ー＋一一

(2）次の方程式のグラフをかきなさい。｜クラ7ページ｜

y ②L_JL=2 
6 3 

① 3x-2y二一6

「ートートートー

④ －x+3=0 ③4y 12=0 

X 
5 。~ 

15 
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連立方程式とグラフ

[Pロintf

。 連立方程式の解は， で求めることができる。

で求めることができる。連立方程式の解

代入法で解く 。C事

交点、の座標グラフの

グラフの交点の座標は，

交点を求める連立方程式は，

l!J~・1
次
関
数

グラフを使って求めなさい。

次の間いに答えなさい。

「＋u=-2
(1）連立方程式i ~ 

l 2x-y+4=0 

(2）右の2直線の交点の座標を求めなさい。

の解を，

まず方程式をy= の形にすると，

y= x-2・・ ・・・① 

2x-y+4ニ O

x+y=-2 

y=2x+4・・・・・・②

①，②のグラフをかくと， 右の図のようになる。

グラフの交点の座標は（－2,0) 日
の

－

h

旬
月
…
の

く

…

…
式

書

…

…
程

で

…

u

方

方
υ

…
立

え

…

…
宮』答ロ

…．
 

U二 OZ二 一 2よって

連立方程式の解で求める。

ー…H ・H ・－…・・~－ .. 盟参照 J② 

・……...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・－・4代入法で解く

(2）グラフで交点の座標が読みとれないので，

グラフから，直線の式を読みとると，

①の式はy=x+l

②の式は「 fx+2 「；①y= x+2・・・ ・②
つL1T
P

h

u

 

z
十

2
一3

U

一

一

一一一一

、1／
円

〈

U

1
i

一

十

t
z

q

u

 

①を②に代入すると，

3
一5一一

Z
 

これを解いて，

8
一5
パ
つ
け
一

＝

《

〈

一
t
二

円
3

一

＼

3
一5
一

4
f

、
，FIt
－－、、、
一

ー
し
＋
」
阜

入

標
代

座
に

る

①

め

を

求
z
 

・7」め求

品………………………...・ H ・H ・H ・.....・H ・： 座標の答え方で書く
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グラフを使って求めなさい。 ｜グラフページ｜の解を，
ハU
1
ょ
っ
臼

3

一一一
一

3

2

g

 

u
つω

一

さ

＋

r

ん品

z
q
u

一

di

r
i－
－

J
I
l
l
－

各

氏

，

」

担

木

ぃ

ベ

方

部

立
川

連
次

山

mの交点の座標を求めなさい。(2）次の2直線l,

① 

組
1
次
関
数

X 

m 

y ② 

m 

X 

、
1必、 V 
21¥ V 
＼ レ／
、／ 

4 2 。/' 4 
勺｜／ ？、
レグ ＼ 

戸 ｜4 ＼ 

レ／ 、
ど ＼ 

y 

1;11巨冒胃里担圃

グラフを｛吏って求めなさい。 ｜クラフページ｜の解を，
A
斗

A
P
O

o

－－
一一

ρ

g

UM
 

－
－
円
，
J
U

さ

「

一

ふぽ

q山

z

hu

吋
l

，
ー」

出
征

ペ

方

部

立
川

連

次

川

グラフをイ吏って求めなさい。｜グラフページ｜の解を，
r 2u x=4 

(2 ） 連立方程式 ~ v 
l3x十2y+4=0

m 

y ② 

mの交点の座標を求めなさい。

X 

m 

(3）次の2直線l,

① 

mの交点の座標を求めなさい。(4）次の2直線l,

① 

ヱ

m y ② 
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Ix軸， u軸との交点・面積

[ Pロint~

直線y=ax+bとu軸， z軸の交点

・y軸との交点 → 切片

・x軸との交点 → g座標は Ooz座標は一立三立ーを直線の式に代入して求める。

グラフの問題では，まずわかっている式や座標を図に書き入れて考える。

また，わかった式や座標も図に書き入れる o C事

“品，2点（σ，b), (c, d）を結ぶ線分の中点の座標は，
（代 目 ：ω 座標の和）・1 
一一 一一）で求められる 0・2 ’ 2 Ci≫ ・ ....・ H ・.....

1
次
関
数

m!d!Ji圃
右の図で，直線Jの式はy=2x+8で，直線mの式は

y= ÷叶1で、ある。直線JとZ軸との交点を B U軸との交点
をD，直諌mとz軸との交点を C，グ軸との交点を Eとする。

次の間いに答えなさい。

(1) 2直線l, mの交点Aの座標を求めなさい。

(2）点C, Dの座標を求めなさい。

(3）ムADEの面積を求めなさい。

(4）ムABCの面積を求めなさい。

U(5）点Aを通り，ムABCの面積を 2等分する直線の式を求めなさい。

2つの直線の式を連立方程式として，

t;=~x: y＝ーすx+l

これを解くと，x=-3,y=2となるから，

A(-3, 2) ・－…...・ H・...・ H ・－……イ－ 図に書き入れる j

y l 

m 

工

y l qニ 2.r 8 

X 

(2）点Cは直線mとz軸との交点なので，

y=-tx十lにy=Oを代入する。

0＝－←＋l 
これを解いて，x=3 よって， C(3,0) ・...・H ・......・H ・...・H ・....・H ・－－－……・・（y座標はO
点Dは直線Jとu軸との交点。
直線Jの切片は8なので D (0, 8) ・....・H ・....・H ・－……..・H ・H ・－…H ・H ・......・H ・.....よz座標はO
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(3）ムADEの底辺を DEとして考える。傷口・...・H ・......・H ・.-... ~ ....…...・H ・－…・｛z軸かg軸を底辺に選ぶ：

(2）より， D(0, 8) 脅........司..・H ・－………....・a・－‘・H ・H ・・｛見！？烹さふたι：： f _l y二 2.1+8

グ＝一七十lの切片は lなので、 E (0, 1) 事〈図に書き入れる）
・．．．．

よって，底辺DEの長さは7

A(-3, 2）なので，高さは3

ムADEの面積＝底辺×高さ×す

=7×3×す

m 

ヱ

21 
2 

21 
2 

Bは直線Jとz軸との交点なので，

y=Oを直線Jの式y=2x+8に代入して，
Y l y=2.r÷8 

1
次
関
数

(4）ムABCの底辺を BCとして考える。 砂…・・・…ー.......……・・陶…ぃ・....……： z軸かy軸を底辺に選ぶ ：

B(-4, 0) か……. . . ・ H・－….. ..・ H ・ · ·~· 図に書き入れる ：

C は（2）より，

C(3, 0) 唾・...・H ・....・H ・...・H ・....・H ・－・・＝＇図に書き入れる ：

よって，底辺BCの長さは7

A(-3, 2）なので，高さは2

ムABCの面積＝底辺×高さ×す

こ 7×2×を
=7 7 

押1

工

0=2x+8 これ，を角平いて，x= 4より，

(5）点Aと線分BCの中点を通る直線を求める。 総・H ・a・－‘H ・H ・－…ベ A 

親分BCの中点を M とすると， ： ／＼＼＼ 
B(-4. 0). C(3. 0）だから， ： B毛て字合て戸ラC

/-4+3 O+O¥ I 1 ¥ ：線分BCの中点を Mとすると，
Mの座標は，トτ一， ---y-）＝~ 2' 0) jムABMとムACMは底辺と高さ 1 

：が等しいので，面積が等しくなる

A(-3, 2）と MI-_L OJを通る直線の式を求めればよい。
¥ 2’ j 

y＝σx+bに座標を代入して連立方程式をつくると，

y
O
 

’h
u

l

r

 

十

σ

ゐ

l
一2

一
一
一
一
一
一

つu
n

U

これを解門 σ＝－t, b＝ーす
4 2 

よって， y= X 
5 5 
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竺十七τ言~~~c一一一一一一 ι 三 三：了；プ・： ·＝－三三ナ二：：＝：：：－：..~＝ ：－－：－－：－竺二亨｜

右の図で直線JはU二計7 直線mはy=tx+lで、ある。

直線Jとz軸との交点を A y軸との交点を B，直線mとz軸と

の交点を C，グ軸との交点を Dとする。次の間いに答えなさい。

(1）直線Jと直線mの交点をPとするとき点Pの座標を求めなさい。

(2）点ACの座標を求めなさい。

1
次
関
数

(3）ムPBDの面積を求めなさい。

(4）ムPCAの面積を求めなさい。

“（5）点Pを通り，ムPBDの面積を 2等分する直線の式を求めなさい。

•＝－団司圃副回z・
'II’・a・・・・・・・・・・・・・・・圃・
次の間いに答えなさい。

(1）右の図で，直線Jの式はy=-x+6で，直線mの式は

y＝ト＋3で、あるo 直線JとZ軸との交点をC g軸との交
点を D，直線mとz軸との交点を B.y軸との交点を Eと

する。次の間いに答えなさい。

①直組Jと直線mの交点Aの座標を求めなさい。

② 点B,Cの座標を求めなさい。

③ ムADEの面積を求めなさい。

④ ムABCの面積を求めなさい。

“⑤ 点Aを通り，ムADEの面積を 2等分する直線の式を求めなさい。

(2）右の図で，直輝Jはy=2x 4，直線mはy=-x十8である。 y 

直線Jとz軸との交点を A y軸との交点を D，直線mとz軸

との交点を B,y軸との交点を Cとする。次の間いに答えなさいo m 

① 2直線l,mの交点Pの座標を求めなさい。

② 点ABの座標を求めなさい。

③ ムPCDの面積を求めなさい。

④ ムPABの面積を求めなさい。

“⑤点Pを通り，ムPABの面積を 2等分する直線の式を求めな

さい。
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'l次関数の利用①（線香）

Pロir.t~

。1次関数の式の形はy=ax十b
y 

ゆ 線香やろうそくが燃える問題では

－傾き σ二今 1分間に短くなる長さ に マイナス をつけた値

・切片bコ はじめの長さ e事

エ

1
次
関
数I Ill mi!l!I!圃

24cmの線香に火をつけたら， 5分後には 21cmだった。火をつけてから z分後の線香の長さを

ycmとして，次の間いに答えなさい。

(1）この線香は， 1分間に何 cmの割合で短くなるか求めなさい。

(2) yをzの式で表しなさい。

(3) 10分後の線香の長さを求めなさい。

(4）この線香は，火をつけてから何分後に燃えつきるか求めなさい。

盛 訟 （1)5分間で3cm短くなっているので，

1分間に短くなる長さは，

翰……・・・・・・・・・H ・……u ..・・・： 0分後に24;:mで， 5分後に 21cm

3÷5＝号 3 
5cm 

- 3 
(2) (1）より， 1分間に短くなる長さはτcmなので＼傾きは－5 議…

はじめの長さは 24cmなので，切片は24

よって y= fx十24

Hのどちらに代入するかは，単位に注目する
(3) x=lOを（2）で求めた式に代入する。 事H ・H ・.....・H ・－一： ’グ

; 10分後→z分後 ： 
y= t×断24
y=l8 18cm 

(4）「燃えつきるjとは，「線香の長さが0cmになる」ということなので，

グ＝ 0 を（ 2）で求めた式に代入する。 畿H ・H ・ －…日 ~ ••• • ,. .…； X, Hのどちらに代入するかは，単位に注目する j
; 0cm→ycm 

0＝七十24 ． 

これを解いて， x=40 40分後
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長さ 20cmのろうそくがある。火をつけて燃え方を調べたら， 5分後の長さが18cmだ、った。火をつけ

てからz分後のろうそくの長さを ycmとして，次の間いに答えなさい。

(1）このろうそくは， 1分間に何 cmの割合で短くなるか求めなさい。

(2) yをzの式で表しなさい。

(3) 15分後のろうそくの長さを求めなさい。

(4）このろうそくは，火をつけてから何分後に燃えつきるか求めなさい。
1
次
関
数
匹目雪E里冒

次の間いに答えなさい。
宇 2 .ー

(1）長さ 20cmの線香がある。火をつけると 1分間』 cmずつ炉くなっ子。火をつけてから z分後の
」 3 止ー

線香の長さを ycmとして，次の間いに答えなさい。

① gをzの式で表しなさい。

② 12分後の線香の長さを求めなさい。

③ この線香は，火をつけてから何分後に燃えつきるか求めなさい。

(2）長さが16cmのろうそくがあり，火をつけてからの時間をz分，残りのろうそくの長さを ycmとす

ると， X, yが下の表のようになった。次の間いに答えなさい。

x（分）I o I 10 I 20 
グ（cm)I 16 I 11 I 6 

① このろうそくは，1分間に何 cmずつ短くなるか求めなさい。

②gをzの式で表しなさい。

③ 8分後のろうそくの長さを求めなさい。

④ このろうそくは，火をつけてから何分後に燃えつきるか求めなさい。
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' 1次関数の利用②（水そう）

[Pロint~

ゆ l次関数の式の形はy=ax+b

ゆ 水そうに水を入れる問題では

－傾き σ二今1分間に増える水の量

．切片b二今はじめの水の量

（例） 4Lの水が入っている水そうに毎分3Lず、つ水を入れる

→ 立三主主H_

・xの変域二字O孟x豆満水になる時間

・yの変域ニコはじめの水の量孟u豆満水になったときの水の量 e事

y 

山 1
次
関
数

I!~司
水が65L入る水そうに， 5Lの水が入っている。この水そうに，毎分4Lずつ，水そうがいっぱい

になるまで水を入れていった。水を入れ始めてからz分後の水そうの中の水の量をyLとして，次

の間いに答えなさい。

(1) yをzの式で表しなさい。

(2) 5分後の水の量を求めなさい。

(3）満水になるのは，水を入れ始めてから何分後か求めなさい。

(4)xの変域と gの変域を求めなさい。

鑓訟（1)1分間に増える水の量は4Lなので，傾きは4

はじめの水の量は5Lなので，切片は5

よって， y=4x+5 

' yのどちらに代入するかは，単位に注目する
(2)x=5を（1）で求めた式に代入する。

1 5分後→z分後
y=4×5+5 

グ＝25 25L 

(3）満オくになるのは，水の量が65Lになるときなので，

ν＝65を（1)で求めた式に代入する。 ........・H ・－咽......1.r, Yのどちらに代入するかは，単位に注目する ；
:. 65L • ~L _: 

65=4x+5 ～……....・ H ・

これを解いて， x=l5 15分後

(4) (3）より，満水になる時間は 15分後なので，

zの変域は， 0三三z三三15

はじめの水の量は5L，満水になったときの水の量は65Lなので，

gの変域は， 5三勾三五65

zの変域

I X I O I 1151 
・ y I 5 I I 65, 

gの変域
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3・13 1次関数の利用② （水そう）

圃11!1・・・
水が55L入る水そうに， lOLの水が入っている。この水そうに， 1分間に 3Lの割合で，水そうがいっ

ぱいになるまで水を入れた。水を入れ始めてからz分後の水そうの中の水の量を yLとして，次の間い

に答えなさい。

(1) yをzの式で表しなさい。

(2）水を入れ始めてから 6分後の水の量を求めなさい。

(3）水そうがいっぱいになるのは何分後か求めなさい。

議 （山の変域と Uの変域を求めなさいo

数

I!：理E雪冨冒官担冒

次の間いに答えなさい。

(1）水が70L入る水そうに 7Lの水が入っている。この水そうに，毎分3Lずつ，水そうがいっぱいにな

るまで水を入れていった。水を入れ始めてからz分後の水そうの中の水の量を yLとして，次の聞

いに答えなさい。

①uをzの式で表しなさい。

②8分後の水の量を求めなさい。

③ 満水になるのは，水を入れ始めてから何分後か求めなさい。

④zの変域とuの変域を求めなさい。

(2）深さ 30cmの水そうに， 6cmの高さまで

上がるように満水になるまで、水を入れていつたO 水を入れ始めてからz分後の水そうの水位を ycm

とするとき，次の間いに答えなさい。

①uをzの式で表しなさい。

② 6分後の水位は何cmか求めなさい。

③水そうがいっぱいになるのは何分後か求めなさい。

④zの変域と yの変域を求めなさい。
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＇＇，次関数の利用③（時間と道のり）

[ P ロint~ ぺ

II!]~百・
Aさんは，午前 11時に家を出発して，歩いてバス停まで

行った。そこからパスに乗ってC市まで買い物に行った。

右のグラフは， Aさんが家を出発してからの時間と道のり

の関係を表したものである。次の間いに答えなさい。

(1) Aさんがバス停にいたのは何分間か求めなさい。

(2）パスの時速を求めなさい。

(3)Aさんが家を出発してから 25分後に兄が時速48kmの

自動車で家から C市に向かつて出発した。兄の進んだ

ようすをグラフにかき入れなさい。

(4）兄がAさんを追い抜く時刻を求めなさい。

(5）兄がAさんを追い抜くのは家から何kmの地点か求めなさい。

(km)y 

10 
／ 
／ 

／ 
／ 

ぱ
／ 
／ 
ぱ

J' 』f

,/"',,, 

8 

1
次
関
数

6 

4 

2 

。 （分）
40 X 10 20 30 

グラフより， 10分間

(2）グラフより，パスは 10分間に 6km進んでいる。 (km)y 
10 

10分間で6km 二今 60分間で36km

=l時間で36km

よって，時速36km

(3) (2）でグラフを読みとったように， 10分間に何km

進むかを考える。

時速48km=60分間で48km

↓÷6 ↓÷6 

10分間で8km

また兄は 25分後に出発するので，

グラフは右の図のようになる。

(4）右のグラフより， 午前 11時35分

(5）右のグラフより， 8km 

8 

6 

4 

2 

0 

(km)y 

10 

（分）
40 X 10 20 30 

II 
II 

II 

II 
(/ 
JI ｜屯店
／， 
If 

~V ／ __,,,., 

8 

6 

4 

2 

。 （分）
X 10 20 寸 30 I 40 

主誼
(km)y 

10 

8 

6 

4 

（分）
X 
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3-14 1次関数の利用③ ｛時間と道切り）

i・iii!IIIIIIII 
Aさんは，午前9時に家を出発して，歩いてバス停まで行き，そ （km)y

こからパスに乗って家から 12kmはなれた S市まで買い物に行つ 12 

た。右の図はAさんが家を出発してからz分後に，家から ykmは 10 

なれたところにいるものとして，そのようすをグラフに表したもの 8 

である。次の間いに答えなさい。

(1) Aさんがバス停にいたのは何分間か求めなさい。

！／ 
レ／

/I 
VI 
／｜ 

VI 
／ 
／ 
／｜ 

／ ｜ 

6 

4 

2 

(2）パスの時速を求めなさい。
〕バ...－ I 
0 10 20 30 40 50 x（分）

1 (3) Aさんが家を出発してから 25分後に 姉が時速36kmの自動車でS市から家に向かつて出発した。
、Jロ

簡 姉の進んだようすをグラフにかき入れなさい。匠Eヨ
数

(4）姉がAさんとすれちがう時刻を求めなさい。

(5）姉がAさんとすれちがうのは家から何kmの地点か求めなさい。

11:1曹司官冒官曹司

次の間いに答えなさい。

(1）弟が午前 10時に家を出発し 自転車でA町まで行き， A町からは

歩いてB町に行った。右のグラフは，弟が家を出発してからの時間

と道のりの関係を表したものである。次の間いに答えなさい。

①自転車で家から A町まで行ったときの時速を求めなさい。

② 午前 10時20分に，姉が時速18kmの自転車で家を出発し，弟を

追いかけた。姉の進んだようすをグラフにかき入れなさい。置亘3-_=2]

③姉が弟に追いつく時刻を求めなさい。

④姉が弟に追いつくのは家から何kmの地点か求めなさい。

(2)Aさんは，自宅を午前 10時に出発し途中，本屋に寄ってから図

書館に行った。右の図は， Aさんが家を出発してから z分後までに

歩いた道のりを ykmとして，図書館に着くまでの関係をグラフに

表したものである。次の間いに答えなさい。

① Aさんが本屋にいたのは何分間か求めなさい。

②家を出てから本屋まで、行ったときの時速を求めなさい。

4 

2 

。 ｜｜ 

30 40 50x（分）

50 x（分）

③姉は午前 10時30分に図書館を出発して，自転車に乗って時速12kmで家に向かった。午前10

時z分における家からの道のりを ykmとして，図書館を出発してから家に着くまでのzとuの

関係をグラフにかき入れなさいoE亘Eヨ

④姉がAさんとすれちがう時刻を求めなさい。

⑤姉がAさんとすれちがうのは家から何kmの地点か求めなさい。
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'' l次関数の利用④（動点）

[P ロint~

。 動点の問題では，まず動点が頂点にあるときのあ Uの値を考える O

l!EliiJl!J:彊
右の図のような長方形ABCDで 点PはAを出発して秒速1cm 

で辺AB,BC, CD上を Dまで動く。点PがAを出発してから

z秒後のムAPDの面積を ycm2とする。次の間いに答えなさい。

(1）点Pが次の①～③の場合，グをzの式で表しなさい。また， zの

変域も求めなさい。

① AB上にあるとき

② BC上にあるとき

③ CD上にあるとき

(2)x, yの関係をグラフに表しなさい。

(3）ムAPDの面積が3cm2になるのは，点PがAを出発してから

何秒後か，すべて求めなさい。

A 

1
次
関
数

B 

y 

5 

。 lQ X 5 

包訟（1）動点Pの動きを考え， Pが頂点にあるときのz，グの値を表にまとめる。

時間の経過

U日目日囚「J;:o:
置
「
川
↓

J1

位
一
秒
一
泊
一

の
一
以
一
れ
一

P
一ー‘一

U
一

A
一O
一
O

B
一4
一
4

C
一6
一4

D
一山一

O

①動点PがA Bにあるときの X, yの値を

g二 αx+bにそれぞれ代入し’連立方程式をつくる O A B C D 

l円 これ剖平いて a=l, ド 0 I x I O I I 4 I I 6 I ｜叩
4二 4α＋b I Y I O I ¥ 4 I ... I 4 I ・ .. I O 1 

求めた α，bをy＝σx+bに代入して， グ＝x

また， zの変域は， O秒後から 4秒後までなので O三z豆4
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3・15 1次関数の利用意可動点）

1
次
関
数

点Pカ宝B,Cにあるときのz，タのイ直を

=ax+bにそれぞれ代入し 連立方程式をつくる。

4=4a+b 

4=6a十b

。

(3)y=3 

を読

右の

ょっ

D
一日

一0
一

「
こ
p
b
一
三
一
一

B
一1
一二
4
ム

A
一
0
一0
一

Z

一U
一れを解いて， σ＝0,b=4 

めたa,bをy＝σz十bに代入して， U二 4

た， zの変域は， 4秒後から 6秒後までなので 4三五z三五6

点PがC,Dにあるときの X, yの値を

=ax十bにそれぞれ代入し 連立方程式をつくる 0
4ニ 6a十b

0=10σ＋b 

れを解いて， σ＝－1,b=lO 

めたa,bをy＝σx+bに代入して， y= Z十10

た， zの変域は， 6秒後から 10秒後までなので 6：；五z三五10

PがA, B, C, Dにあるときの X, yの値を座標として点をとり，線、分で結ぶo

A B C D 

lxlol 141 ]6] ]10] 
'yjoj ]4] ]4] joj 

ヱ

のグラフをかき，（2）のグラフとの交点のz座標

みとればよい。

グラフより，求めるzの値はx=3とx=7

て， 3秒後， 7秒後 。

！圃E町田・・・
右の図の長方形ABCDで，点PはAを出発して，秒速lcmで辺上を B,

Cを通って Dまで動く。点PがAを出発してからz秒後のムAPDの面積

をycm2として，次の間いに答えなさい。

(1）点Pが次の①～③の場合，グをzの式で表しなさい。また， zの変域も

求めなさい。

① AB上にあるとき ② BC上にあるとき ③ CD上にあるとき

(2)x, yの関係をグラフに表しなさしミo~ヨ

(3）ムAPDの面積が4cm2になるのは 点PがAを出発してから何秒後か，

すべて求めなさい。

126 

y 

5 

｜ ｜ 
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｜ ｜ 
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匹曙宮田冒官恒圃

次の問いに答えなさい。

(1）右の図の正方形ABCDで，点PがAを出発して，秒速lcmで辺上を B,

Cを通って Dまで動く。点PがAを出発してから z秒後のムAPDの

面積を ycm2として，次の聞いに答えなさい。

①点Pが次のア～ウの場合， uをzの式で表しなさい。また， zの変域

も求めなさい。

アAB上にあるとき イBC上にあるとき ウCD上にあるとき

② X, y の関係をグラフに表しなさい。 匝亘三~

③ムAPDの面積が12cm2になるのは，点PがAを出発してから何秒

後か，すべて求めなさい。

(2）右の図の直角三角形ABCで，点PはBを出発して秒速 1cmで辺上を B,

C. Aの順に Aまで動く。点PがBを出発してから z秒後のムABPの

面積を ycm2として，次の間いに答えなさい。

①点Pが辺BC上を動くとき， gをzの式で表しなさい。また， zの変

域も求めなさい。

②点Pが辺CA上を動くとき，グをzの式で表しなさい。また， zの変

域も求めなさい。

③点PがBから Aまで動くときのzとgの関係をグラフに表しなさい。

匠Eヨ

④ムABPの面積が6cm2になるのは，点PがBを出発してから何秒後か，

すべて求めなさい。
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